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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、LATS腫瘍抑制因子ファミリーに属するセリン/スレオニンタンパク質キナーゼをコードしています。このタンパク質は、間期、前期および後期中期に中心体に局在します。中心体タンパク質であるオーロラAおよびアジュバと相互作用し、有糸分裂開始時のγ-チューブリンの蓄積と紡錘体形成に必要です。また、p53の負の調節因子とも相互作用し、細胞骨格の損傷に応答するp53との正のフィードバックループで機能する可能性があります。さらに、アンドロゲン応答性遺伝子発現のコリプレッサーとしても機能します。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,機能：中心体の複製、有糸分裂忠実度の維持、およびゲノム安定性に重要な役割を果たす腫瘍抑制因子。サイクリンE/CDK2キナーゼ活性を下方制御することにより、G1/S期遷移を負に制御します。アンドロゲン受容体の負の制御因子です。,PTM:細胞周期のM期およびG1/S期に自己リン酸化およびリン酸化されます。STK3によってリン酸化および活性化されます。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーです。,類似性:AGCキナーゼC末端ドメインを1つ含みます。,類似性:タンパク質キナーゼドメインを1つ含みます。,類似性:UBAドメインを1つ含みます。,細胞内局在:間期、前期初期、および細胞質分裂中に、STK6と共存して中心体に局在します。有糸分裂中には紡錘体極へ、細胞質分裂中には中体へ移動する。,サブユニット：STK6と相互作用し、リン酸化を受ける。ARに結合する。有糸分裂中にはJUBと相互作用し、この複合体はγ-チューブリンを中心体へリクルートすることにより紡錘体装置の組織化を制御する。,組織特異性：心臓および骨格筋で高発現し、調査した他のすべての組織では低発現であった。,
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	LATS2抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	LATS2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

